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こんにちは！いつもはkintone MAGAZINEで製品のアップデートをご紹

介しているおかけんです！

みなさんは、今年、kintoneの連携サービスとして最高評価を受賞※した
「krewシリーズ」って聞いたことありますか？

どうやらkintoneの良いところはそのままに、脱エクセルがもっと効率的
にできると注目されてるサービスなんです！

 「なんとなく聞いたことがある」「知らなかった」そんな方のために、krewシ

リーズの魅力を徹底解説します！

kintoneの 一覧をExcelのように表示/編集できるプラグイ

ンです。 右図で解説していること以外にも「複数セルのコ

ピー＆ペースト」など、Excelと同等の機能を多く備えていま

す。 「検索パネル」機能ではレコードをスムーズに検索できま

す。 kintoneで情報共有をしながら、高機能な一覧画面をプ

ラスして、業務効率をさらにアップさせることができます！

Excelに慣れた現場メンバーのkintone利用定着
に役立つこと間違いなし！

krewDataは複数のアプリ間のデータを集計、加工できるプラグインです。 例えば、

予算管理アプリと実績管理アプリのデータを合わせて、予実管理をすることも可能に！

プログラムを書かなくても、かんたんに様々な集計業務をストレスフリーにします。

豊富なグラフとピボットテーブルで、ダッシュボードを作成できるプラグインです。

見たいデータが一目で把握でき、迅速な状況確認や意思決定に役立ちます。

社内会議の資料作りをやめてkrewDashboardで可視化したデータを
そのまま資料としてご活用いただいているお客様もいらっしゃいます！

その他にも、外部ストレージとの連携機能で、基幹システムのCSVやExcelファイルをkintoneに集約することができるなど、
使い方は無限大です！ krewシリーズのWebサイトでたくさん活用例をご紹介しているので、ぜひ見てみてくださいね！

krewSheetであればExcelの使い勝手そ

のままに、kintone上で情報共有すること

が可能です。初めて触れたときは、ここまで

カスタマイズできるのかと驚きました

krewSheetは、Excelのいいところを生か

しながら、kintoneと一体化することでデ

メリットも解消してくれる、まさに最高の

ツールではないでしょうか

複数のアプリから情報を紐づけて集計したり、多彩

なグラフやピボットテーブルで情報の見える化をす

ることが、krewDataとkrewDashboardで実現

できることが分かり、すぐに購入を決めました

おねがいします！



こんにちは！ 最近ジムに通い始めた編集部員のMotoです！

ただ、筋トレって何から始めたらいいか分からず、効果が出なくて困っており、

パーソナルトレーナーにお願いした方がいいか悩んでいます…。

そういえばkintone導入後の活用でも、よく似たようなお悩みを聞きます。

導入前後のお客さまをサポートするサイボウズ公認のパートナー企業です。
伴走パートナーの特徴は大きく3つ。

みなさんは
どうですか?

お客さまの会社の方針や現状の課題を踏まえIT選定
含めてアドバイスや開発、教育支援などを行います。
システムが出来上がった後も定期的なコミュニケー
ションで、改善のサイクルを回して提案を進めます。

お客様の課題に対して要件をまとめて要望通りのシ
ステムを構築します。
システムを完成後に改修を行う場合は都度ITベン
ダーに依頼する必要があります。

お客さまの方針や現状の課題を踏まえ、解決案を一緒に考える開発
スタイルで、1人で悩むよりも、よりよい成果を出すことが出来ます。

共に業務改善を行うため、プロのスキルを学ぶことができます。
社内の担当者にDXの知識と業務改善手法が身につくことで、
継続的な業務改善が可能になり、変化に柔軟な組織を目指せます。

システムができあがった後もすぐに相談できるため、
柔軟かつ適切な意思決定をサポートします。

実は昨年から、サポート現場のメンバーたちが自ら発案し
て、対応品質向上を目的としたさまざまな活動を行なって
きました。例えば実際の電話対応の録音をチームで共有
する「音源共有会」を開催し、その対応のどこが良かった
か、またどうすればもっと良くなったか、といった内容を
ディスカッションしていました。また、メンバー同士が評価
シートを使って個々の対応の品質チェックを行うなど、約1
年かけてよりお客様にご満足いただける対応ができるよ
う日々研鑚を積み重ねていました。こうした活動が目に見
える形で評価につながり、とても嬉しく思います。

まず、どういった点が最高評価の三つ星獲得に繋がったと
お考えですか？

たとえばkintoneのサポートでいうと「既存のシステムか
らkintoneに移行したい」というご相談を頂くことが多々
あります。しかし、既存システムの運用をそのままkintone
に載せ替えるというのは非常に難しいです。そのため、私
たちはお客様に「今まではどういう運用をしていたか」
「kintoneではどんなことを実現したいか」という事をしっ
かりヒアリングした上で、kintoneで実現できる最適な運
用方法をご提案させていただいています。お客様の話を
しっかりと聞くというのはkintoneのサポートを行う上で
とても重要なことなんです。そういった背景から、傾聴の
姿勢を高く評価していただけたのではないかと思います。

なるほど、現場の皆さんの「改善」への努力が今回の受賞
につながったということですね。 審査員のコメントでは傾
聴（＝顧客の話をしっかり聞く）姿勢が特に評価されてい
た印象でした。 このあたり、何か気をつけていた点などあ
りますか？

私たちは「お客様に寄り添えるサポートでありたい」と常

に考えています。こんな事聞いてもいいのかな？と迷われ

ても、ぜひ気軽にご連絡いただけると嬉しいです。電話で

もメールでも、聞きやすい方法でご連絡ください。

では最後に、まだkintoneのサポートを利用したことがな
い方や、困っていることがあるけれど問い合わせに踏み出
せない方へメッセージをお願いいたします。

お問い合わせいただいたお客様から「ずっと一人で悩んで

いたけど、こんなに早く解決するならもっと早く連絡すれ

ばよかった！」「こんな方法、自分じゃ思いつかなかっ

た！」といった嬉しいお声をたくさんいただきます。機能操

作だけでなく「kintoneでこんな事がしたいけれどどうす

ればいい？」といったように、まずはサポートを相談相手

としてご利用いただければと思います。

kintoneのサポートは、無料でご利用いただけます。

kintoneの使い方や操作方法に困った場合は、

ぜひお気軽にカスタマーサポートまでご連絡ください。

カスタマーサポートへの連絡は、cybozu.com 共通
管理者として登録されているお客様のみご利用いただ
くことができます。
管理者以外のユーザー様は、一度管理者の方にご相談
ください。



Hello！海外旅行に行くなら北欧で本場のサウナを体験したい、
kintone MAGAZINE編集長のMoneです。

ところでみなさん、もうすぐ「Cybozu Days」が開催されますね！
今年のテーマは「宝島 ーDXの勇者たちー」ということで、
今日はその予習Lessonです★ 

昨年のCybozu Days 2021で講演をしていただいたDXの勇者、
JAL IT部門の日髙さんにお話をお伺いしました。
kintone活用が成功にいたるまでに取り組んだ
「3本柱」とは一体…？

それでは、JAL流 kintone活用ストーリーの旅に、
Let’s take off!

次はルールの設定です。「欲しい人が欲しいときにアプリを作れる」そんなkintoneの良さを
生かすため、基本的にはJALグループでは業務部門に自由に使ってもらっています。
しかし、必要最低限の統制を取るためにいくつかのルールを設けました。 
そのひとつが、「アプリの命名規則」を全社共通で徹底することです。
アプリ作成時には、必ず組織名とkintoneが自動採番するアプリID番号を入れることで、
アプリの管理組織を明確にするとともに、似たようなアプリを識別できるようにしました。

最後が教育です。基本操作や共通機能の使い方や定められたルールがわからないと、kintone
を正しく活用できないため、JALグループの独自教材として全5時間コースのkintone教育を
開催しています。 ５時間コースは以下のレベル1～3で構成されています。（下記）
レベル1ではアプリを利用するための基本操作と利用ルールをテーマに、90分のeラーニング
を用意しています。
レベル2とレベル3は、アプリを開発するための教育です。 レベル2ではアプリ作成のルール
や基本を120分で、最後のレベル3ではプロセス管理機能によるワークフローの学習を90分で
学んでもらっています。 アクセス権、ルックアップ、プロセス管理の3つをマスターすれば、表計
算にはないkintoneの良さを知ってもらえると思って作りました。

みなさんこんにちは。JALグループでkintoneの総括をしています、 IT運営企画部の日髙と申し

ます。 弊社では2020年1月からkintoneを導入しており、現在のアプリ数は700。 航空会社ら

しいものを例に挙げると、機内で客室乗務員がいただいたお客さまのご意見管理や、新事業案件

管理、整備部門の航空機部品発注などに使っております。

kintone導入の決め手は、「業務部門でもアプリが作れる」という点に魅力を感じたからです。 私

たちIT部門は、航空券予約システムのような大きなシステム案件の対応が中心で、業務部門から

寄せられるスモールニーズの業務改善にタイムリーに応えられない、もどかしい状況でした。 

kintone導入後は業務部門自らアプリを作成してもらっていますが、kintoneを推進するIT部門

としても業務部門がkintoneを利用しやすい環境（例えばアプリ作成の支援や共通で利用する

データの整備）が必要があると考えています。 そこで今日は、私たちがIT部門としてどういう仕

組みを作り、kintoneを使用開始するユーザーを支援しているかについてお話しします。

業務部門がkintoneを便利に使うために「どんな共通部
品があったらいいか」を考えました。そこで、いろいろなア
プリからルックアップで参照できる「社員マスタアプリ」
などを整えました。
kintoneを導入する前に使っていたシステムでは、社員が
その都度、従業員番号や氏名などの情報を手入力する手
間がありましたが、今は従業員番号を入力するだけで、氏
名やメールアドレスといった必要な情報が自動入力でき
るようになっています。

現場ユーザーにkintoneを気持ち良く使ってもらうために、JALのIT部門では、初期準備として次の３ポイントに注力しました。


